
■新ひだか町における姉妹都市、友好都市提携の現状について 

 

【姉妹都市提携】 

※友好市町とは異なり、１対１の友好関係である。 

 

アメリカ国レキシントン市 

●提携の時期 

・昭和６３年７月２１日に旧静内町と姉妹都市提携 

 

●提携の経緯 

世界を代表する馬産地であるレキシントン市は、同じく日本を代表する馬産地であ

る旧静内町と産業的な繋がりが深く、軽種馬関係者をはじめ多くの町民と盛んに交流

が行われていたことから、両市町の姉妹都市提携への機運が町民の中で高まり、昭和６

２年６月、町民８００名の署名を添えた姉妹都市提携に係る要望書が町に提出された。 

これをきっかけに、姉妹都市提携への協議が本格化し、相手方もこれを好意的に受け

止めたことから、昭和６３年７月２１日調印に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



兵庫県洲本市(すもとし) 

※平成１８年２月１１日に洲本市・五色町の２市町が合併し、新たに洲本市が誕生(新

設合併) 

 

●提携の時期 

・昭和６１年５月２日に旧静内町と姉妹都市提携 

・平成１９年５月６日に新ひだか町と姉妹都市提携 

 

●提携の経緯 

明治３年に兵庫県淡路の洲本で起きた庚午事変(稲田騒動)のあと、北海道移住を命

ぜられた洲本城代家老稲田邦植ら旧家臣５４６人が、翌明治４年５月２日春立(元静

内)に上陸し、静内開拓の礎となった。 

このような歴史的繋がりから、静内町百年記念式典が行われた昭和４５年頃から両

市町の交流が活発化し、昭和６０年に行われた大鳴門橋開通前の橋上歩行見学会におい

て両市町長が一堂に会したことをきっかけに姉妹都市提携の機運が高まり、昭和６１年

５月２日調印に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳島県脇町(わきまち)  ※現在は美馬市(みまし) 

※平成１７年３月１日に脇町・美馬市・穴吹町・木屋平村の４市町村が合併し、新たに美

馬市が誕生(新設合併) 

 

●提携の時期 

・平成２年９月９日に旧静内町と旧脇町が姉妹都市提携 

・平成２３年１１月２５日に新ひだか町と姉妹都市提携 

 

●提携の経緯 

美馬市(旧脇町)は、明治４年静内に入植した洲本城代家老・稲田九郎兵衛邦植の本家

筋に当たる稲田家ゆかりの地であり、旧脇町(阿波)と洲本(淡路)の間では家臣の移動

や縁組みも行われ、城下町として極めて深い間柄にあった。静内への開拓移住者の中に

は脇町周辺の人々も多く含まれており、歴史的に「血縁的つながり」を持つ町と言える。 

このような歴史的繋がりから、稲田家旧家臣たちが静内地区に開拓の鍬を下ろして

から T度１２０年目にあたる平成２年９月９日調印に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



兵庫県西淡町(せいだんちょう) ※現在は南あわじ市(みなみあわじし) 

※平成１７年１月１１日に緑町・西淡町・三原町・南淡町の４町が合併し、南あわじ市

が誕生(新設合併) 

なお、南淡町は旧三石町の友好町である。 

 

●提携の時期 

・平成２年９月９日に旧静内町と旧西淡町が姉妹都市提携 

※合併後も姉妹都市関係を継続している。 

 

●提携の経緯 

明治１８年、信仰の提灯を守り新天地である静内に新たな生活を確立すべく、日蓮宗

本門仏立講の渡辺伊平を団長とする一行が汽船により洲本港を出港し、同年５月２５

日に５３戸１６８人が静内に上陸、静内豊畑に開墾の鍬をおろした。このような歴史的

繋がりから、当時の入植者やその家族らにより交流が続けられ、昭和６０年には西淡町

の国民宿舎慶野松原荘庭園に静内町豊畑地区から日高産の自然石が寄贈された。以来、

式典等に両町議会が来訪するなど交流の機運が高まり、平成２年９月９日調印に至っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県 

南あわじ市 



【友好市町提携】 

※姉妹都市とは異なり、提携市町相互の友好関係である。 

  

 

岩手県葛巻町(くずまきまち) ※市町村合併はしていない。 

 

新潟県能生町(のうまち) ※現在は糸魚川市(いといがわし) 

※平成１７年３月１９日に糸魚川市・能生町・青海町(おうみ)の３市町が合併し、新た

に糸魚川市が誕生(新設合併) 

 

福井県大野市(おおのし) 

※平成１７年１１月７日に大野市・和泉村の２町村が合併し、新たに大野市が誕生(新

設合併) 

 

兵庫県南淡町(なんだんちょう) ※現在は南あわじ市(みなみあわじし) 

※平成１７年１月１１日に緑町・西淡町・三原町・南淡町の４町が合併し、南あわじ市

が誕生(新設合併)。なお、南あわじ市は姉妹都市でもある。 

 

●提携の時期 

・昭和５８年６月３日旧三石町と上記４市町が友好市町提携 

※合併後の再調印はしていないが、友好市町関係を継続 

 

●提携の経緯 

明治の初期から中期にかけて、これら４市町から三石地区の各地に入植し、現在の主

要産業である農業や漁業の礎を築いたという歴史的な繋がりから、昭和５０年３月、旧

三石町開基１００年の記念行事に４市町の首長と議長を招いたことを機に友好関係が

始まっている。 

その後も継続的に交流活動等が行われる中で、友好市町締結への機運が高まり、昭和

５８年６月３日、５市町が互いに産業等の交流を図りながら将来にわたって友好を深

めていくことを確認し、旧三石町において「友好の契り」を締結するに至った。  

 

 



・岩手県葛巻町 ⇒ 延出地区(豊岡、富沢)を中心に入植 

・新潟県能生町(糸魚川市) ⇒ 港町、越海町地区を中心に入植 

・福井県大野市 ⇒ 歌笛、川上地区を中心に入植 

・兵庫県南淡町(南あわじ市) ⇒ 本桐地区を中心に入植 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県 

大野市 


